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The Influence of Emissions From Rice Straw 
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Westudiedt.heinfluenceoremissionsfrom ricestraw combustiononbronchial

astぬma.Thefo旦lowingissuesbecameclearbyquestionnaire:①manyparentswhose

childrenhavebronchialasthmahaveimpressionthatemissionsfromricestrawCOmbus-

tiontriggerasthmaattack,②theyhopeburningricestraw willbeabolishedimmedi-

ately.PediatriciansinNiigataprefecturesimilarlyrepliedtothequestionnaire. In
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fact.thenumberofchildrenwithasthmaattackconsultingouremergencydispensaryor

hospitalizationhasincreasedintheseasonorricestrawcombust.ion.Accordingtothe

weatherdatafrom the4thweekofAugusttothe3rdweekofSeptemberforthree

years,itissuggestedtheincreaseofasthmachildrenmaynotbeduetotheweather

condition,butduetotlleinfluenceoremissionsfrom ricestrawcombustion. Weac-

tuallytriedtoexposeavolunteeradultwithchronicasthmatotheemissions. Con-

sequently,anattackwastriggered,whichrequired48hourstorecover.

Theemissionsfromricestrawcombustionhavemadeanissueorairpollution,fur-

thermorethepossibilitytotriggerasthmaattackhasbecomeclearinthepresent

study.Therefore.werecommendthat､ricestraw combustionshouldbeabolishedas

soonaspossibleforthehealthofresidents,especiallychildrenwithasthma.

Keywords:emissionsfrom ricestrawcombustion,asthmaattack

稲わら焼却煙,嘱息発作

1. 緒 口

新潟県では,毎年初秋になると稲の収穫後に稲わら焼

きの煙が各地でみられ.｢米どころ｣ として秋の風物詩
ともされてる.小児科医にはこの稲わら焼却煙により敢

闘 二嘱恩恵児の発作が多発する印象があり,-方,畷息

恩児家族から稲わら焼きの煙で発作が誘発されたとの訴

えが多い.著者らは稲わら焼きと気管支嘱息との関連に

つき調査をした.

2.方 法

1) アンケー ト調査

(1) 嘱息患児保護者への ｢稲わら焼 き｣に対する

アンケー ト調査

当科で診療している気管支鴨息恩児の保護者のうち.

無作為に抽出した700名を対象とした‥患児の年齢は0

-23歳で平均7.3歳,男児438名,女児262名であった.

アンケー ト内容は,①鴨息発作がもっとも起きやすいと

思われる目について (複数回答可),②稲わら焼 きの煙

や臭いが鴨息発作に関係していると思うか否か,㊦稲わ

ら焼きの現状はこのままでよいか否か,の3項目につい

て調査をした.

(2) 新潟県内小児科施設への ｢稲わら焼 き｣に対

するアンケー ト調査

新潟県内の小児科35施設にアンケー トを依頼し,33施

設より回答を得た.①施設周辺で稲わら焼きが行われて

いるのを見かけるか否か,②稲わら焼きが鴨息発作を誘

発する印象はあるか否か,③稲わら焼きをこのまま続け

てもよいか否か,の3項目について調査を行った.
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2) 月別鴨息発作患児数の変動

稲わら焼きの行われている時期に一致して時息発作患

者数が増えるか否かについて,嘱息発作患児の当院救急

外来受診数と.当科入院数を用いて評価 した.1994年 1

月-1998年12月までの5年間に当院救急外来を訪れた

嘱息発作患児と,同時期の当科入院嘱息患児を対象とし,

過去 5年間の月別平均受診数の比較より検討 した.

3) 気象条件,稲わら焼きと哨息発作患児数の変動

嘱息発作患児数に対する気象条件,稲わら焼きの関与

について調査した.稲わら焼きの行われる8日第4週-

9月第3過に当院赦急外来を受診した嘱息患児数を対象

として,平成8年-10年の3年間につき調査した.

気象データーは同時期の天気,気温,気圧,配置,風

向,風速,日照時間.降水量について新潟地方気象台,

朝日新聞より入手したものを用いた.

稲わら焼きの彩学に関しては,稲わら焼きが行われた

日の特定が不可能であったため.雨の降らなかった休日

に稲わらを燃やしたと推定し,後述する著者らの調査か

ら2日間は稲わらやさの影響が残ることから,燃や した

日+2日間の ｢稲わら焼 きの影響があると考えられる

日 (Ⅰ群)｣と,それ以外の ｢影響はないと考えられる

日 (Ⅱ群)｣に分け検討をした.

4) 稲わら焼却煙暴雨によるチャレンジテス ト

嘱息患者が業際に稲わら焼却煙に暴露されることでど

の程度発作が誘発されるかについて検討 した.

被検者は51歳男性.気管支嘱息,高血圧にてオキサ ト

ミド,塩酸マニジピン内服中.本調査の日的,方法.起

こりうる副作用等につき十分なインフォーム ドコンセン

トを得た上で.調査を試行した.調査に当たり,2週間
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前よi.)オキサ トミドの内服を中止した.

2ケ月以上哨息発作の起きていない口を選び,稲わら

約300gを燃焼し風下5-6m で5分間焼却煙に暴露

させた.鴨息発作の客観的評価は気道閉塞の程度を検出

できるミニライトピークフローメータ-を用い PEF

値で検討した.

5) 長岡市の大気汚染状況

当病院の所在する長岡市の大気汚染状況を浮遊粉塵濃

度で評価した.新潟県立長岡工業高校敷地内で測定され

た,浮遊粒子状物質の月別1時間最高値で比較し,大気

汚毅に関わる環境基準である ｢1時間億が0.20mg血 3

以下｣を基準として検討した.

6)稲わら焼きに対する住民の苦情

長岡市農業協同組合.長岡市農林部農林振興課,長岡

保健所環境課,新潟県農林水産部f酎乍振興課によせられ

た稲わら焼きに対する住民の苦情を調査した.

7) 稲わら焼き実施状況の推移

稲わら焼き実施状況は,全作付け面積に対する全焼却

面積の比率で表し,年度別推移を比較した.また,焼却

率の推移と苦情件数の推移を比較した.

統計学的処理は.｢対応のない St､tldentの t検定上

｢Turkeyの多重比較検定｣.｢Scheffeの多重比較検定｣

を開いた.帰無仮説の棄却は p<0.05をもってした.

数値は平均±標準偏差で示した.

4.成 練

l) アンケート調査

(1) 嘱息患児保護者への ｢稲わら焼き｣に対する

アンケート調査

鴨息発作が最も起きやすいと思われる時期は9･10月

が多く選ばれた.稲わら焼きと鴨 息発作の関連について

は,実際に発作を起こした.あるいは起こしやすいと感

じている保護者は63%であった.また."稲わら焼 きの

現状はこのままでよいか否か"の質問に対 して.56%の

保護者が ｢すぐにやめるべき｣と答えた.

(2) 新潟県内小児科施設への ｢稲わら焼き｣に対

するアンケー ト調査

"診療している地域で稲わら焼きが行われているのを

みかけるか否か"の質問に対 しては,｢よく見かける｣.

｢時々見かける｣との回答が69%をしめた.

稲わら焼きと鴨息発作誘発との関連については,｢印

象がある｣との回答が73%.｢多少印象がある｣は21%

であり.｢印象はない｣とする回答はなかった."稲わら
焼きを続けてもよいか否か"の問いに対 し,73%が ｢や
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図1 稲わら焼きとP乱良発作受診数の関係

めるべき｣と答え,それ以外は ｢どちらとも言えない｣

との回答であった.

2)哨息発作患児数の変動

鴨息患児の救急外来受診数は.9月は1月から8月ま

での各月と,12月と比較 して有意に受診数が多かった

(p<0.01-p<0.05上小児科入院患児数でみると,9

f=ま1日から8月までの各月と比べ.有意に鴨息発作に

よる入院数が多かった (p<0.01-p<0.051.

3) 気象条件,稲わら焼きと鴨息発作患児数の変動

対象とした期間では.救急外来を受診した嘱息発作思

児散は.気象条件との関連は認められなかった.

稲わら焼きの影響については,Ⅰ群 (稲わら焼きの影

響があると考えられるH)はⅢ群 (影響はないと考えら

れる[])と比較して有意に嘱息患児数が増加 していた

(p<0.001日 図1).なお前述の気象条件についてはⅠ.

]評間で差は認められなかった.

4) 稲わら焼却煙暴露によるチャレンジテス ト

経過を図2に示す.暴露前の被験者のピークフロー値

は6401/minで,これは自己最高に近い数値であった.

暴露後20分で3801/mュn(59.3%)と最低値をとり,一

時回復した後10時間後に,遅発性と考えられる反応とし

て再び4001/min(62.5%)に低下した.暴露前の80%

のレベルに達するまで48時間を要した,

5) 長岡市の大気汚染状況

長岡市における遊離粒子状物質の月別1時間最高値を

図3に示す.長岡市の大気汚染状況を稲わら焼きの行わ

れる初軌 準に9月に0.20mg/m3 の環境基準を越え

る年が平成1,5,7,8年に認められた.

6) 稲わら焼きに対する住民の苦情

平成10年度の稲わら焼きに関わる苦情は,焼却中止依
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などが多かった.

7) 稲わら焼き実施状況の推移

図4に作付け面積に対する稲わら焼却面積の比率と苦

情件数の推移を示す.焼却率の減少にも関わらず稲わら

焼きに対する苦情は減少傾向を認めなかった.
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5.考 察

保護者へのアンケートから,鴨息患児は稲わら焼きの

行われる9月に発作を起こしやすく,その要因として毎

年この時期に行われている稲わら焼きが関与していると

感じている保護者が多いことが明らかになった.一万,

小児科医も,臨床上,稲わら焼きに関連して哨息発作が

増えることを経験しており,稲わら焼却煙が嘱息発作を

引き起こすという強い印象をもっていた.鴨息患児と接
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焼却率
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図4 市町村に寄せられた苦情総件数の推移と稲わら焼却率

する保護者.小児科医ともに ｢稲わら焼きをやめてもら

いたい｣との回答が多数であi),事態の深刺さがうかが

われる.

鴨息発作患児の当院故意外来受診数,入院数が9馴 二

多いことが明らかにされたが,9,10月に嘱息恩児が増

加することは従来からよく知られている.その主たる要

因として気象条件の関与が報告されている1ト 3)が,今

回の調査では気象条件と嘱息発作患児数との有意な関連

は認めなかった.一方,稲わら焼きの影響があると考え

られる口は.稲わら焼きの畏三管がないと考えられる口と

比較して.有意に嘱息発作患児数が増加しており,この

9月の哨息患児数増加の要因として稲わら焼きの関与が

強く示唆された.

さらに,稲わら焼きの影響は浮遊粉塵濃度に反映され

る4)5).長岡市では環境基準を超える数値が9月に集

中しており,長岡市における大気汚染状況から9月にお

ける稲わら焼きの影響が強く推測される.

本研究では,実際に稲わら焼却煙暴露で発作が誘発さ

れることをチャレンジテストにより証明した.その反応

には暴露後20-30分で現れる即効性の反応と,約半日後

に現れる遅発性と考えられる反応があり,影響は2日複

まで持続するという成激が得られた.

気管支哨息は気道の過敏性と気道における慢性炎症が

関与しており,稲わら焼きの煙は,焼却煙が非特異的に

気道過敏性を刺激して嘱息発作を誘発していると考えら

れる.一度発作が生じると,発作が消失しても気道の過

敵性は残存L,この状態で再び1-2ケ月間繰l)返され

る稲わら焼きの煙に再暴露されると噂息発作を繰り返す.

したがって,稲わら焼却煙による噛息発作の患者数は多

くなり,しかも,発作消失まで長期間を要するのではな

いかと推測される.

稲わら焼きに対する住民の苦情で,鴨息に関するもの

は全体の21%であった,しかし,単に焼却中止依頼のみ

の苦情の中には,鴨息への影響を理由としたものが含ま

れていると考えられるので,稲わら焼きの嘱息に関する

苦情はもっと多いと推測される.

これらの苦情に対し,さまざまな稲わら焼き防止対策

が施されてきた.その成果は焼却率の減少として現れて

きたが,苦情件数は増加する傾向が認められる.これは,

稲わら焼きの懐が多少少なくなっても,ある開催を越え

ればヒトに影響を与えるので,結局苦情が出てしまうた

めと考えられる.

稲わら焼きは嘱息発作との関連だけでなく,大気汚染

の点からも以前より問題とされてきた机-7).昨今の環

境汚染への意識向上も苦情件数の増加に関わっているも

のと考えられるが,嘱息発作で苦しむ患者のためにも,

稲わら焼きが中止されることが望まれる.

稿を終えるにあたり,御校閲頂きました新潟大学

医学部小児科学教室教授内山聖先生に深謝いたしま

す.また,御協力いただきました長岡市農業協同観

合,長岡市農林部農林振興課,長岡保健所環境課,
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新潟県農林水産部稲作振興課,新潟県環境生活部環

境対策課,新潟県福祉保健部健康対策課に感謝いた

します.
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司会 長谷川先生どうもありがとうございました.膨

大なデータに基づく結論ですが,特に私が感銘したのほ,
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51歳男性のボランティアが人体実験をしたというのです

が,私はどなたか大体想像がつきます.介入研究まで し

て影響を明らかにしようという熱意に感銘を受けました.

ご質問ございますか.

田中 どのような気象条件が嘱息と関係ありましたか.

長谷川 (聡) 今回の調査で一番検討 したかったのは,

同じ規模の患者数,気象条件の地域で,しかも稲蒸焼 き

をまったく行っていない地域が得られれば,そことの比

較でした.そういう比較ができればもう少し面白いデー

タが取れたのではないかと思います.実際,対照地域を

選ぶことができなかったので.今回のデータはあくまで

も長岡市周辺のもので,今後機会があれば地域別に検討

したいと思います.

司会 防止対策は,結局行政との関わりで決まります

ね.特に私どもの経験では米どころ新潟では,いろいろ

な問題があるにもかかわらず行政が対応できない事情が

あるようです,時代も変わっていますので,稲藁焼却の

問題についても段々減ってきておりますが,最近ではゴ

ミ焼却場のダイオキシンの問題が出ていますので,それ

との関連で稲轟焼却も申止せざるを得ない状況に追い込

まれるのではないかと,私は期待 しております.科学的

事実を提示して,環境を住みよい方向にもっていけたら

と思います.ありがとうございました.続いて,環境ホ

ルモンと過敏症について中平先生お願いします.


